
【海上自衛隊の骨壊死検診MRI】

海上自衛隊の飽和潜水員は200～400mの深々度

潜水を行い，大きな環境負荷がかかるため，規定の

項目に加え，関節MRIを各潜水課程の入校前，以降

3年間隔で以下の条件で試行している。

 

1996年から現在に至るまでに診断されたDONは2

名である。

【まとめ】

骨壊死検診としてMRIは有用であり，減圧症発生

時にも急性期のDONとの鑑別にMRIが有用である。
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【はじめに】

減圧性骨壊死（Dysbaric Osteonecrosis:DON）は

潜水業務従事者のADLを大幅に低下させることから

早期発見と潜水法の変更など早期対応が重要である。

画像検査としてはX線が一般的だがX線で変化が現

れない時期の病変をMRIで検出でき，感度の面から

もMRIは有用である。DONは同時に複数の骨が罹患

することも多く，診断された症例，あるいは症状があ

る全ての減圧障害に対して早期にMRI検査を行うべき

との推奨もある。
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